
「峠への招待」というサイクリングのホームページがあります。峠越えや本の紹介、旅の

小道具の紹介をしています。どんなホームページなのか特徴を教えてください。 
 

ChatGPT: 

「峠への招待」を実際のページをいくつか読んでみると、かなり個性のはっきりしたサイクリング・ホームページだと感

じます。単なる「自転車で走った場所の紹介」ではなく、昔ながらのランドナー・ツーリング文化を、実走記録と写真、

文章で残しているサイトというのが一番近いと思います。 

 

1. 「峠を走ること」が中心にある 

名前の通り、最大の特徴は峠越えです。 

有名な峠だけでなく、林道や旧道、地図を見なければ存在に気づかないような小さな峠まで実際に自転車で訪れています。

たとえば富倉峠では、古い『ニューサイクリング』の記事を手掛かりにルートを探しながら走っています。 

つまり、 

「有名な観光地へ自転車で行く」というより、 

「峠そのものを目的地にして旅をする」という思想が強いサイトです。 

 

2. かなり「実走派」の記録 

もう一つ大きな特徴は、机上のコース紹介ではないことです。 

距離、標高、勾配、所要時間などのデータだけでなく、 

道が分からなくなった 

思ったより坂がきつかった 

自転車を押した 

食料や水が足りなくなった 

雨や天候に苦労した 

輪行で移動した 

予定を変更した 

といった、実際に走ったからこそ出てくる出来事がかなり細かく書かれています。 

たとえば暗峠では、標高差だけを見ると大したことがないのに、短距離で一気に登るため平均勾配が 15％を超えることを

計算し、「これは大変だ」という実感につなげています。 

そのため、単なる旅行記というより**「走行体験の記録」**になっています。 

 

3. 古い自転車文化への愛着が強い 

このサイトを特徴づけているのが、ランドナー、林道、峠、輪行、温泉、酒といった、いわば昔ながらの日本のツーリン

グ文化です。作者自身も、古きランドナーを愛し、林道・峠越えを愛し、そして温泉とお酒を楽しむ 

というスタイルについて書いています。 

ロードバイクで効率よく距離を稼ぐという方向とは少し違って、**「自転車を使って旅そのものを楽しむ」**という価値

観が中心です。 

 



4. 本とのつながりが非常に強い 

ここも「峠への招待」の面白いところです。 

昔のサイクリング雑誌やツーリング・ガイドを実際の旅の参考資料として使い、その本に書かれたコースを何十年後かに

自分で走っています。 

たとえば広河原逆川線の記事では、『ニューサイクリング』や『秘蔵版 MTB ツーリングブック』などを参考にしてコース

を選んでいます。さらに、そこで使ったサドルバッグなどの道具についても紹介しています。 

つまり、本を読む → 行きたくなる → 実際に走る → 写真と文章で記録するという循環があります。 

これは普通のサイクリングブログとはかなり違うところです。 

 

5. 「旅の小道具」が単なる商品レビューではない 

自転車用品の紹介も、スペックを並べるだけではありません。 

「この旅で実際に使ってみた」という文脈で、バッグや輪行用品などが登場します。 

たとえばサドルバッグについても、コースを走る際に実際にテストしています。 

ですから、「おすすめ商品を紹介するサイト」ではなく、「旅を成立させる道具を紹介するサイト」 

という感じです。 

 

6. 写真と文章のバランスが独特 

ページを読むと、写真が非常に多い一方で、文章もかなり長いです。 

最近の SNS 的な「写真 1 枚＋短いコメント」とは正反対で、 

写真 → そのときの状況 → 自分の感想 → 次の場所へという形で旅が進んでいきます。 

そのため、読者は「どんな峠だったか」だけでなく、その日に作者が何を見て、何を考え、どう苦労したかまで追体験で

きます。 

野麦峠の記事では、実際にそこで出会った別のサイクリストから「自転車人生の指南書のような存在」と評されたエピソ

ードまで紹介されています。 

これは、このサイトが単なるデータベースではなく、読者との交流を含めた個人史的なサイトでもあることを示していま

す。 

 

7. 「観光」より「道」に興味がある 

個人的には、これがサイト全体を貫く一番面白い特徴だと思います。 

普通の旅行サイトなら、 

「この温泉がおすすめ」 

「この観光地がきれい」 

「このホテルが便利」 

となります。 

「峠への招待」はむしろ、「なぜここに道があるのか」「昔の人はどうやってこの峠を越えたのか」「この旧道を自転車で越

えてみたらどうなるのか」という方向に興味が向いています。 

旧出羽街道の記事でも、複数の峠をつないで縦走しながら、昔の街道や峠越えの意味に思いを馳せています。 

 



8. いわば「サイクリング版・紀行文学」 

したがって、このホームページを一言で表すなら、「峠をテーマにした、写真付きの自転車紀行・ツーリング文化誌」 

くらいが近いと思います。 

特に面白いのは、**「峠のデータ」＋「実走記」＋「古い本」＋「自転車用品」＋「旅の文化」**が一つにつながってい

ることです。 

単に「○○峠を走りました」という記録ではなく、本で峠を知る 

→ 地図を調べる 

→ 自転車を準備する 

→ 輪行して現地へ行く 

→ 苦労しながら峠を越える 

→ 温泉や食事を楽しむ 

→ 写真と文章で記録する 

→ その記録が次の誰かの旅のきっかけになる 

という、昔ながらの**「自転車旅の文化」そのものを記録しているサイト**なのだと思います。 

そして、1990 年代の記事から 2010 年代、2020 年代の記事まで残っているので、単なる個人ブログというより、日本の

ランドナー／峠越えサイクリング文化の長期アーカイブとしてもかなり興味深い存在です。 

 

もしよければ次に、**「峠への招待」のサイト構成そのものを分析して、なぜこのホームページが独特で魅力的なのか（文

章・写真・デザイン・情報構成・読者層まで）**という観点から、もう一段詳しく解説できます。 

 

 

構成の分析をお願いします 
 

ChatGPT: 

はい。あらためてサイトの実際のページ構成や記事を見ていくと、「峠への招待」は、一般的なブログとはかなり違った構

造を持っています。特に興味深いのは、**「ホームページそのものが、長年のサイクリング活動を蓄積するアーカイブに

なっている」**点です。 

 

1. 全体構成――「雑誌」に近い 

大きく見ると、サイトは次のような構造になっています。 

ツーリング・フォトガイド 

年代別のツーリング記録 

峠・林道 

街道・河川・公園などのポタリング 

島旅などの自転車旅行 

峠・コースに関する記録 

自転車や旅の道具 

サイクリング関連の本・雑誌 



過去のツーリング記録 

作者自身のサイクリング活動や仲間との記録 

つまり「最新記事が上に並ぶブログ型」ではなく、古い記事を含めて、テーマ別・年代別に蓄積していく図書館型です。 

実際、個々の記事には「峠への招待 ＞ ツーリングフォトガイド ＞ ’2016 ＞ 魚沼スカイライン」のようなパンくず的

な階層があります。この構造のおかげで、10 年、20 年前の記事にも簡単に戻れます。 

 

2. 「年」が非常に重要な分類軸 

このサイトでは「場所」だけでなく、年が重要な情報になっています。 

例えば、 

’2001 小熊黒沢林道 

’2006 小熊黒沢林道 

’2022 野麦峠 

というように、同じ場所を何度も訪れた記録も残されています。これは普通の旅行ブログとはかなり違います。 

普通なら、「小熊黒沢林道に行った → 記事を書く → 完了」となります。 

ところが「峠への招待」では、 

2001 年に行った記録 

↓ 

その後また行く 

↓ 

以前の記録と比較する 

↓ 

さらに年月を重ねる 

という構造になっています。 

その結果、サイトそのものが作者の自転車人生の時間軸になっています。 

 

3. 1 記事の構成が「旅の実況中継」になっている 

個々の記事も特徴的です。典型的には、 

① 行き先を決める 

「今日は○○へ行こう」↓ 

② 出発する 

車や輪行で現地へ向かう。↓ 

③ 走り始める 

道路や林道、街並みを写真で追う。↓ 

④ 途中で起きたことを書く 

「思ったよりきつい」 

「道が分からない」 

「ここは素晴らしい」 

「こんなものを発見した」 



など。↓ 

⑤ 目的地・峠に到着 

峠の写真、景色、自転車の写真。↓ 

⑥ 下る・寄り道する 

温泉、食事、観光、別の道など。↓ 

⑦ 最後に走行記録 

距離、時間、標高など。 

という流れです。 

 

例えば二ヶ領用水の記録では、写真と文章による旅の流れの最後に、距離 33.3km、所要時間 4 時間 8 分、標高などの走

行データが掲載されています。 

つまり、データ → ルートではなく、 

物語 → 写真 → 体験 → 最後にデータ 

という順番です。ここが非常に重要です。 

 

4. 「写真」が文章の挿絵ではなく、文章そのものの一部 

サイト名に「ツーリングフォトガイド」とあるのも象徴的です。 

写真は単なる美しい風景写真ではありません。 

例えば、 

道路 

標識 

分岐 

林道入口 

自転車 

峠の標識 

食事 

温泉 

地元の風景 

作者がその場で見つけたものなどが大量に登場します。 

そのため写真には、 

「ここを走った」 

「ここで迷った」 

「ここがきつかった」 

「ここが面白かった」 

という意味があります。 

写真を見るだけでもルートの雰囲気が分かる。文章を読むと、その写真が撮られたときの出来事が分かる。この二重構造

になっています。 

 



5. 「情報サイト」と「個人の日記」の中間 

ここが一番面白いところです。「峠への招待」は、 

完全な個人日記ではありません。距離、標高、道路状況、アクセスなど、他の人が走るための情報があります。 

一方、完全なサイクリング情報サイトでもありません。 

「おすすめ度 5 点」「平均勾配○％」「初心者向け」などの客観的評価に終始するわけではなく、 

「これはきつかった」 

「こんなところに道があった」 

「ここは好きだ」 

「こんな人に出会った」 

という作者の主観が強く入ります。 

したがって、ガイドブック 50％旅行記 50％くらいの性格だと思います。 

 

6. 実は「作者」というキャラクターが非常に重要 

一般的な情報サイトでは、筆者はなるべく透明な存在になります。 

ところが「峠への招待」では逆です。 

読者は、「この人が次にどこへ行くのか」 

を見るようになります。文章には、 

疲れ 

焦り 

喜び 

天候への不満 

食事 

温泉 

写真へのこだわり 

自転車への愛着 

が出てきます。 

実際、長年の読者から「自転車人生の指南書のような存在」と言われたことを作者自身が紹介しています。読者が「峠そ

のもの」だけでなく、作者の旅の仕方そのものに魅力を感じていることが分かります。これは非常に強いサイト構造です。 

 

7. 「峠」という看板からどんどん世界が広がる 

面白いことに、サイト名は「峠への招待」なのに、実際の記事は峠だけではありません。 

例えば、 

用水路 

河川 

公園 

東京の街 

港 

離島 



海岸 

飛行機 

街道 

なども登場します。 

これは一見するとテーマが散漫に見えます。 

しかし実際には、「自転車で行くと面白い場所」という一本の軸でつながっています。 

つまり「峠」はサイト全体の唯一のテーマというより、作者のサイクリング観を象徴する看板なのだと思います。 

 

8. 「過去」と「現在」が同居している 

構成上、とても重要なのがここです。 

サイトにはかなり古い記録があり、1977 年の北海道キャンピングの記事まで残っています。 

一方で 2026 年の七草峠の記事もあります。そこでは過去の記事を振り返りながら、毎年同じ峠を訪れることについて書

いています。つまりサイトそのものが、 

1970 年代 

↓ 

1990 年代 

↓ 

2000 年代 

↓ 

2010 年代 

↓ 

2020 年代 

という時間の層を持っています。これは非常に珍しいです。 

「ホームページ」という媒体を長く使ってきたからこそ可能になった構造です。 

 

9. 「検索するサイト」ではなく「読みふけるサイト」 

現代の Web サイトなら、「○○峠の情報を知りたい」 

→検索 

→必要な情報だけ読むという使い方が普通です。 

ところが「峠への招待」は、それだけではありません。 

例えば、 

野麦峠の記事を読む 

↓ 

そこで出てきた別の峠が気になる 

↓ 

過去の記事を読む 

↓ 

そこで紹介されていた本が気になる 



↓ 

別のツーリング記事へ行く 

という「回遊」が起こります。 

これは昔の個人ホームページに多かった、リンクをたどって知らない世界へ入っていくという Web 文化に近いです。 

 

10. そして「本」と「道具」がサイトの世界観を補強している 

ここも構成上かなり重要です。 

峠の記事だけだったら「サイクリング旅行記」です。 

本の紹介が加わると、「サイクリング文化の記録」になります。 

さらに道具の紹介が加わると、「この旅をどうやって実現するか」まで見えてきます。 

つまり、 

場所 → 峠・林道・街道 

行為 → 自転車で走る 

知識 → 本・地図・過去の記録 

道具 → 自転車・バッグ・輪行用品など 

感情 → 苦労・感動・発見 

という 5 つの要素が組み合わされています。これがサイトに厚みを作っています。 

 

11. 構造を図にすると、こんなサイトです 

私は「峠への招待」を次のように捉えると分かりやすいと思います。 

 

つまり、**「峠を紹介するデータベース」ではなく、「自転車で旅をしてきた人の世界を丸ごと保存したアーカイブ」**

なんです。 

 



12. サイトの最大の強みと弱み 

この構造から見ると、長所と短所もかなり明確です。 

強み 

圧倒的に情報量が多い 

実際に走った人だから書ける 

写真と文章が結びついている 

古い記録が残っている 

作者の個性がある 

本や道具まで含めて文化的な背景が分かる 

「次にここへ行ってみたい」という気持ちを起こさせる 

 

弱み 

初めて来た人には情報量が多い 

古い Web ページの構造なので、現在の Web サービスに比べてナビゲーションが分かりにくい 

記事によって情報量や構成にばらつきがある 

「目的地の情報だけ欲しい」という人には文章が多い 

サイト全体の価値を知らないと、個々の記事が単なる古い旅行記に見えてしまう 

しかし、逆に言えば、この**「整理されすぎていない感じ」もサイトの魅力**です。 

私が特に面白いと思うポイント 

「峠への招待」をホームページとして評価するなら、最大の特徴は**「作者が作った Web サイト」なのに、時間が経つほ

ど価値が増している**ことです。 

普通の個人ブログは、最新記事が一番価値が高く、古い記事は埋もれていきます。 

ところがこのサイトでは、 

2001 年の峠 

2006 年の同じ峠 

2022 年の同じ峠 

2026 年の同じ峠 

を比較できます。 

すると、単なる「旅行記」が、いつの間にか**「日本の道とサイクリングの変化を記録した資料」**になってくる。 

そして、その中心にあるのが「峠」です。 

だから私は、このサイトを単に「自転車ホームページ」と呼ぶより、 

「一人のサイクリストの人生を縦軸にして、日本の峠・道・旅・自転車文化を記録した個人アーカイブ」 

と表現するのが一番しっくりきます。 

 

もしこのサイトを**「なぜ長年読者を惹きつけるのか」という編集・文章・写真の観点**から分析すると、さらに面白い

です。特に「文章が上手い」というより、読者を一緒に走っているような気分にさせる構造があります。 

 


